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第
４
回
定
例
会
に
意
見
書
11
件
、
決

議
１
件
が
提
案
さ
れ
、
意
見
書
３
件
が

可
決
さ
れ
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り
。

Ω
自
然
災
害
被
災
者
支
援
制
度
の
抜
本

的
改
善
・
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
来
、
全
国
各

地
で
自
然
災
害
が
発
生
す
る
た
び
に
、

住
宅
再
建
支
援
制
度
の
拡
充
を
求
め
る

声
が
強
く
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
平
成
16

年
は
、
台
風
23
号
な
ど
に
よ
る
、
風
水

害
、
河
川
の
決
壊
に
よ
る
人
々
へ
の
被

害
は
甚
大
だ
っ
た
。
さ
ら
に
「
新
潟
県

中
越
地
震
」
で
は
、
10
万
人
超
の
避
難

者
が
豪
雪
期
を
前
に
し
て
高
ま
る
生
活

再
建
の
危
機
な
ど
に
直
面
し
、
途
方
に

暮
れ
て
い
る
。
新
潟
県
に
お
い
て
は
県

を
挙
げ
て
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の

改
正
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
京
都
府
は
、
台
風
23

号
に
よ
る
被
災
者
に
対
し
て
住
宅
本
体

の
再
建
や
補
修
に
使
え
る
制
度
と
し

て
、「
全
壊
」
最
高
300
万
円
、「
大
規
模

半
壊
」
同
200
万
円
を
補
助
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
東
京
都
も
被
災
三
宅
島
民
に

対
し
住
宅
本
体
の
再
建
に
使
え
る
支
援

金
・
最
高
150
万
円
を
支
給
す
る
こ
と
を

発
表
し
た
。
全
国
知
事
会
も
大
規
模
災

害
に
係
る
「
緊
急
提
言
」（
11
月
11
日
）

の
中
で
「
住
宅
本
体
の
建
築
費
、
補
修

費
を
支
給
対
象
と
す
る
な
ど
制
度
の
拡

充
を
図
る
た
め
の
法
律
改
正
を
早
期
に

行
う
」
こ
と
を
要
望
し
て
い
る
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国
会
及
び

政
府
に
対
し
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援

法
を
抜
本
的
に
改
正
し
、
次
の
こ
と
を

含
む
施
策
の
拡
充
を
強
く
求
め
る
。

１
　
住
宅
本
体
の
再
建
・
改
修
に
支
援

金
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

２
　
支
給
額
に
つ
い
て
は
、
額
の
引
き

上
げ
な
ど
抜
本
的
改
善
を
図
る
こ
と
。

３
　
支
給
対
象
を
拡
大
す
る
こ
と
。

４
　
住
民
の
健
康
対
策
、
産
業
の
再
建

な
ど
暮
ら
し
の
再
建
に
必
要
な
公
的
支

援
を
拡
充
す
る
こ
と
。

Ω
高
齢
者
虐
待
防
止
法
の
制
定
を
求
め

る
意
見
書

最
近
、
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
を
放

置
し
た
り
、
家
庭
や
施
設
内
で
高
齢
者

に
暴
力
を
振
る
っ
た
り
す
る
な
ど
虐
待

が
深
刻
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
高
齢

者
へ
の
虐
待
は
表
面
化
し
づ
ら
く
、
児

童
虐
待
に
比
べ
法
整
備
な
ど
の
対
策
も

お
く
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

平
成
15
年
、
厚
生
労
働
省
は
、
家
庭

内
で
の
高
齢
者
虐
待
に
つ
い
て
初
の
全

国
調
査
を
行
い
、「
生
命
に
関
わ
る
危

険
な
状
態
」
に
至
る
事
例
が
１
割
と
い

う
深
刻
な
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
る
一

方
、
虐
待
に
気
づ
い
た
在
宅
介
護
支
援

の
専
門
職
の
９
割
が
対
応
は
困
難
と
感

じ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
結
果
か
ら
も
、
高
齢
者
虐
待
の

定
義
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
初
め
、
虐

待
防
止
と
早
期
保
護
へ
の
具
体
的
な
仕

組
み
づ
く
り
が
急
務
で
あ
る
。
ま
た
、

本
市
議
会
に
お
い
て
も
平
成
16
年
第
１

回
定
例
会
に
お
い
て
「
高
齢
者
虐
待
防

止
法
の
制
定
に
関
す
る
意
見
書
」
を
可

決
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国
会
及
び

政
府
に
対
し
、
虐
待
防
止
の
た
め
の
対

策
を
早
急
に
実
現
す
る
た
め
、
さ
き
に

提
出
し
た
意
見
書
の
趣
旨
に
加
え
て
、

次
の
内
容
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
虐
待
防

止
法
の
制
定
を
強
く
要
望
す
る
。

１
　
相
談
窓
口
の
設
置
と
、
早
期
発
見

の
た
め
の
通
報
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る

こ
と
。

２
　
高
齢
者
を
虐
待
者
か
ら
切
り
離
す

緊
急
保
護
の
た
め
の
一
時
保
護
施
設
等

を
整
備
す
る
こ
と
。

３
　
関
係
機
関
や
家
族
の
ネ
ッ
ト
ワ
U

ク
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
。

４
　
施
設
職
員
や
関
係
者
へ
の
虐
待
防

止
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
。

５
　
高
齢
者
虐
待
防
止
に
関
す
る
国
民

へ
の
教
育
・
啓
発
を
推
進
す
る
こ
と
。

６
　
以
上
の
諸
対
策
を
含
め
た
高
齢
者

虐
待
防
止
の
た
め
の
法
律
を
制
定
す
る

こ
と
。

Ω
大
規
模
災
害
へ
の
対
策
と
早
期
復
旧

に
関
す
る
意
見
書

平
成
16
年
は
、
新
潟
県
中
越
地
震
や

台
風
上
陸
等
、
日
本
列
島
は
近
年
ま
れ

に
見
る
大
規
模
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
。

こ
の
一
連
の
災
害
に
よ
っ
て
、
全
国

各
地
に
甚
大
な
人
的
・
物
的
被
害
が
も

た
ら
さ
れ
、
住
民
生
活
と
地
域
経
済
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

政
府
は
、
速
や
か
な
応
急
措
置
と
復

旧
対
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
災
害
発

生
の
原
因
や
治
水
計
画
、
防
災
・
地
震

対
策
の
検
証
を
進
め
、
抜
本
的
対
策
を

早
急
に
講
ず
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国
会
及
び

政
府
に
対
し
、
被
災
地
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
復
旧
並
び
に
被
災
者
へ
の
支
援
に

一
層
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、
将
来
予
測

さ
れ
る
震
災
等
の
自
然
災
害
に
つ
い
て

も
万
全
の
対
策
を
講
ず
る
よ
う
、
次
の

事
項
に
つ
い
て
強
く
要
望
す
る
。

１
　
建
物
の
耐
震
構
造
化
推
進
の
重
要

性
を
強
く
認
識
し
、
地
震
防
災
対
策
の

見
直
し
を
行
う
こ
と
。
特
に
、
避
難
所

や
救
援
活
動
の
拠
点
と
な
る
学
校
や
病

院
の
耐
震
化
に
は
早
急
な
対
策
を
講
ず

る
こ
と
。

２
　
都
道
府
県
管
理
区
間
の
中
小
河
川

の
堤
防
改
修
に
際
し
て
は
、
緊
急
点
検

結
果
に
基
づ
き
、
優
先
的
に
整
備
を
進

め
る
こ
と
。
ま
た
、
海
岸
及
び
湾
岸
の

水
防
施
設
も
同
様
に
、
堤
防
等
の
総
点

検
を
速
や
か
に
実
施
し
、
整
備
を
進
め

る
こ
と
。

３
　
今
回
の
新
潟
県
中
越
地
震
の
教
訓

を
生
か
し
、
国
土
の
７
割
を
占
め
る
中

山
間
地
で
の
震
災
対
策
の
確
立
を
早
急

に
図
る
と
と
も
に
、
災
害
関
連
緊
急
治

山
事
業
を
速
や
か
に
実
施
す
る
こ
と
。

４
　
防
災
無
線
の
整
備
、
洪
水
ハ
ザ
U

ド
マ
ッ
プ
の
策
定
に
関
し
、
早
急
な
普

及
の
た
め
の
計
画
策
定
と
予
算
措
置
を

行
う
こ
と
。
ま
た
、
市
町
村
長
に
対
す

る
警
戒
情
報
の
発
令
基
準
及
び
避
難
誘

導
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
を
急
ぐ
こ
と
。

５
　
高
齢
者
等
の
要
援
護
者
へ
の
対
策

を
推
進
す
る
た
め
、
災
害
情
報
の
伝

達
・
避
難
・
救
助
・
復
旧
・
自
立
支
援

等
に
関
し
、
対
処
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定

を
早
急
に
行
う
こ
と
。

関
係
国
で
の
戦
争
・
紛
争
の
一
時
停
戦

等
和
平
へ
の
呼
び
か
け
を
行
う
こ
と
。

３
　
日
本
国
と
し
て
、
復
興
に
向
け
た

長
期
的
な
協
力
体
制
及
び
今
後
の
広
域

的
な
災
害
対
策
の
構
築
に
向
け
た
働
き

か
け
を
国
際
連
合
等
の
関
係
機
関
や
世

界
各
国
に
行
う
こ
と
。
特
に
わ
が
国
の

津
波
研
究
を
活
用
し
た
国
際
的
監
視
体

制
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
。

本
号
へ
の
ご
意
見
等
は
、
議
会

事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

三
鷹
市
議
会
事
務
局

電
　
話
　
44
―
０
２
４
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
45
―
１
０
３
１

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書
（要旨）

議  

決  

結  

果

議
　
　
案

意
　
見
　
書 

・ 

決
　
議

請  

願

後
藤
　
貴
光

宍
戸
　
治
重

伊
藤
　
俊
明

加
藤
　
久
平

白
鳥
　
　
孝

島
田
甲
子
三

田
中
　
順
子

石
井
　
良
司

榛
澤
　
茂
量

金
井
　
富
雄

嶋
±

　
英
治

半
田
　
伸
明

増
田
　
　
仁

¸
谷
真
一
朗

中
村
　
　
洋

谷
口
　
敏
也

丹
羽
　
秀
男

川
原
　
純
子

久
保
田
輝
男

永
原
　
美
代

緒
方
　
一
郎

大
城
　
美
幸

栗
原
　
健
治

森
　
　
　
徹

岩
田
　
康
男

斎
藤
　
　
隆

杉
本
　
英
騎

徳
永
　
弘
行

賛
　
　
成

反
　
　
対

平成16年第４回定例会での審議結果

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

公平委員会委員の選任について

損害賠償の額の決定及び和解契約の締結について

平成16年度三鷹市老人医療特別会計補正予算（第１号）

平成16年度三鷹市再開発事業特別会計補正予算（第１号）

平成16年度三鷹市一般会計補正予算（第２号）

三鷹市学童保育所条例の一部を改正する条例

市道路線の認定及び変更について

平成15年度三鷹市受託水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成15年度三鷹市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成15年度三鷹市老人保健施設事業特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて

平成15年度三鷹市老人医療特別会計歳入歳出決算の認定について

平成15年度三鷹市再開発事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成15年度三鷹市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成15年度三鷹市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて

平成15年度三鷹市一般会計歳入歳出決算の認定について

大規模災害への対策と早期復旧に関する意見書

高齢者虐待防止法の制定を求める意見書

介護保険制度見直しに関する意見書

政治資金規正・透明化推進を求める意見書

自然災害被災者支援制度の抜本的改善・拡充を求める意見書

イラクからの自衛隊の撤退と国連を主体とした復興支援を求める意見
書

定率減税の縮小・廃止に反対する意見書

避難指示が解除される三宅島民への支援を抜本的に強化することを求
める意見書

「日歯連やみ献金事件」等真相解明と企業・団体献金の禁止を求める
意見書

学校現場での「日の丸・君が代」の強制に反対する意見書

陸上自衛隊幹部が改憲案の作成を推進したことに抗議し、関係者の罷
免と防衛庁長官の辞任を求め、小泉首相・総裁の責任の所在を求める
決議

「第二次財政再建推進プラン」の実施を中止し、都民施策の充実を求
める意見書

シベリア問題解決のための立法を求める意見書提出について

継

可 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 10議

否 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 12 15議

否 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 12 15議

否 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 12 15議

否 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 12 15議

否 × × × × × × × × × × ○ × × ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 10 17議

否 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 12 15議

否 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 14議

不 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 14議

否 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 12 15議

否 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 12 15議

認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 ０議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 ０議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 ０議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 ０議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 ０議

同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 ０議

同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 ０議

同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 ０議

同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 ０議

同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 ０議

認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 ０議

認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 ０議

認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 ０議

認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 ０議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 ０議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 ０議

認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 25 ２議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 25 ２議

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 25 ２議

認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 19 ８議

認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 19 ８議

住宅地における墓地造営について

政新クラブ

議　員　名

議  案  等  の  名  称

民主市民連合 公明党 日本共産党 グ市民

※１　議決結果欄の意味はそれぞれ次のとおり　　　　可　可決　　認　認定　　同　同意　　否　否決　　不　不採択　　継　継続審査

※２　採決の結果欄の意味はそれぞれ次のとおり　　　○　賛成　　×　反対　　議　議長

※３　会派名の略称　　　　　　　　　　　　　　 市民　市民の党　　グ　グループ21

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
・
津
波
に
よ
る
被
災

地
支
援
に
関
わ
る
国
際
協
力
の
推
進
に

つ
い
て
の
要
請
文
（
要
旨
）

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
、
津
波
の
被
害
は

未
曾
有
の
大
災
害
と
な
っ
た
。
私
た
ち

は
同
じ
ア
ジ
ア
の
一
員
と
し
て
、
ま
た

地
震
・
津
波
の
対
策
に
つ
い
て
経
験
を

有
す
る
国
と
し
て
、
な
お
一
層
の
取
り

組
み
が
図
ら
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い

る
。
そ
こ
で
次
の
と
お
り
要
請
す
る
。

１
　
日
本
国
と
し
て
国
際
連
合
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け
を

積
極
的
に
行
い
、
世
界
的
な
支
援
体
制

づ
く
り
の
中
核
を
担
う
こ
と
。

２
　
日
本
国
と
し
て
被
災
国
及
び
周
辺


